2019年度 第3回 現職者共通研修「事例検討・事例報告」のご案内

滋賀県作業療法士会　生涯教育部
（一社）日本作業療法士協会「生涯教育制度／基礎コース」の現職者共通研修を開催致します。
　このプログラムは基礎コースの必修研修ですので、皆様の積極的な参加をお待ちしております。

１．参加対象者　　現職者共通研修該当者
　　　　　　　　　※すでに受講済みの方の参加も可能です。その際の受講費用は無料となります。
　　　　　　　　　
２．場　　　所　　近江八幡市立総合医療センター　２Ｆ会議室
　　　　　　　　　近江八幡市土田町1379
３．日　　　程　　令和２年１月１２日（日）　９：３０～受付

１０：００～開始　

４．発表時間　　１人２５分（発表１０分、ディスカッション１５分）

　　　　　　　　＊発表者・演題項目については別紙を参照。各発表の間に５分間の休憩があります。
５．参加費用　　１，０００円
６．参加方法　　　当プログラムの参加には事前申し込みが必要です。1月８日（水）までに下記アドレスにお申し込み下さい。当日の参加申し込みは一切受け付けませんのでご了承下さい。
　　　　　　　　shigakyoutsuu@yahoo.co.jp
　　　　　　　　協会番号・氏名・所属先を明記してください。

７．注意事項　　　当日は各講座開始15分前より受付を行います。原則として、5分以上の遅刻は受講を認めませんのでご了承下さい。
　　　　　　　　　受付にて2019年度の協会会員証（各自協会から印刷や画像保存）および滋賀県士会年会費納入済みシールを貼付の提示、生涯教育手帳の提出をお願いします。当士会では、押印のため生涯教育手帳を一旦受付にて預からせて頂きます。県士会費納入済みシールが手元にない場合は会費納入が証明できる領収証等をご持参ください。なお、当日、会場での会費納入は受付できません。
また、事例報告者が「事例検討」のポイントを取得する場合、発表枠とは別枠の聴講が必要です。
８．その他　　  ご不明な点に関しては、市立大津市民病院　竹内貴記までご連絡下さい。
TEL：077-526-8357
	·  201９年度　第3回　現職者共通研修　事例検討・事例報告会　◆

	会議室

	講座①　（身体）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０：００～１１：４０

	SV：地方独立行政法人市立大津市民病院　　田中　智明OTR
１．橈骨遠位端骨折患者への治療を通じて 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市立野洲病院　　大路　晴菜
２．急性期における早期離床で生活場面の拡大を図り、前向きな発言へと変化した症例
近江八幡市立総合医療センター　　住田　真衣
３．慢性期病棟で自分らしく生活するために意味ある作業を通じアプローチを行った例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　琵琶湖養育院病院　　二階堂友唯
４．急性期リハビリテーションにおける病態予測を経験した一例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　済生会滋賀県病院　　小山　柊人

５．肩関節前方脱臼後の拘縮肩による症例の洗体動作の改善に向けて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青葉メディカル通所リハビリセンター　　前田　晃輔



